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遊休地放牧での電牧設置の仕方

１．はじめに

当社は昭和２２年、創設者故北原鉱介により、農電

用資材店として設立されて以来、日本の農業を見守

り続けてきました。当時米国で普及し始めた電気牧

柵の国産化を実現し、「電牧器」が誕生しましたが、

牛がショックで死ぬのでは？放牧の効果は？など相

次ぐ酪農家からの疑問に、当初日本国内での販売は

苦戦を強いられ、電牧の効果を説明して歩いたとの

事です。

一時は爆発的なニーズがあったのですが、時代と

共に牧場の大型化が進み、管理の楽な有刺鉄線柵へ

シフトしていきました。近年、再び電牧柵がクロー

ズアップされたのは、遊休地の増大に伴い、野生動

物の出没が増加し、食害被害も多くなり、目に見え

て効果のある電気柵が畜産以外でも注目されている

のが要因と思われます。

そもそも牧柵は日本では隔障物とも言い、目的は

家畜保護と放牧地外への脱柵防止、家畜の移動や捕

獲、草地の維持管理等であり、家畜の放牧には必要

不可欠な設備になります。牧柵構造の種類はいくつ

かありますが、主な種類は鋼製、木製、コンクリー

ト製、樹脂製に分かれ、その他土塁、石塁、生垣等

もあり多種多様です。特に海外は歴史が深く、現在

もその他に分類している生垣や石塁の牧柵が使用さ

れているとの事です。現在日本では、鋼製、木製、

樹脂製の牧柵が多く、通常は有刺鉄線柵、ネット

フェンス柵、パイプ柵、電気柵になり、その中の電

気柵を心理柵、その他を物理柵と言います。

物理柵は、有刺鉄線柵など柵構造自体に強度を持

たせ、家畜の衝突や風雨降雪に耐えうる構造の牧柵

になり、心理柵は強度を必要とせず、電撃ショック

等で脱柵を防ぐ牧柵になります。また物理柵と心理

柵を合わせた高張力鋼線牧柵もあります。

放牧にて牧柵構造に必要とされる要素は、使用条

件及び管理経営形態にあります。冬期間の降雪の有

無や周年放牧、夏期放牧、放牧場の管理者数、放牧

場の敷地構造、市街地からのアクセス等色々な条件

があり、現在の日本での家畜飼養形態では構造を１

つに限定することは出来ませんでした。その中でも

有刺鉄線柵が経済性や管理性に優れており、現在も

普及している要因と思われます。しかし有刺鉄線は

各牧場管理者の話を聞くと、積雪のある牧場の場

合、閉牧時の有刺鉄線撤去、開牧前の有刺鉄線設置

に時間と労力がかかり、放牧中の家畜の脱柵や、棘

によるけがも少なくないとのことです。脱柵に関し

ては草地管理も関わってくるので一概には言えない

のですが、けがは病気の原因にもなるのであまりよ

ろしくない要因になります。しかし物理的に防ぐ効

果があり人間が見ても痛そうなイメージで、破損し

ても補修が容易な有刺鉄線柵がメインになっており

ます。経済性も物理柵としては抜群に安く、長距離

設置する放牧場には必要不可欠の柵になります。か

たや電気柵は広大な放牧場に設置するとなると、漏

電など管理の面で現状の日本の飼養管理形態では難

しく、長距離での電気柵の設置及び管理は非常に困

難な状況でした。

しかし現在は電牧器の性能も上がり、構造的にも

確立しつつあり、海外の技術や各都道府県の農業指

導員による普及活動も手伝って、各地放牧場に電気

柵の導入が増えております。その技術をフィード

バックし普及し始めているのが、遊休地放牧の電気

柵技術であり、遊休地（耕作放棄地）の解消及び自

給飼料増産、担い手不足の解消、家畜頭数増産、環

境保全による野生動物被害の解消、景観の保持、家

畜に触れ合う事による情操教育（癒し）等々今後の

農業の未来を背負っている技術とも言えます。

２．電牧（電気柵）の構造

はじめにでもお話しましたが、電気柵は心理柵で

す。電撃ショックを与え家畜を放牧地から出さない

という柵の機能を果たします。電撃ショックをおこ

す原理をご説明いたします。

電気は＋から－へ流れます。電気柵の場合、柵に

粗飼料増産シリーズ�

牧草と園芸 第５７巻第５号（２００９年）

６

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／雪印種苗／牧草と園芸　２００９／１０月号／００６‐０１２　�　伊藤雅美様  2009.09.16 11.34.02  P



は＋の電気だけを流しますが、（写真１）それだけ

では回路になりません。－は地面（地球）になり柵

と地面が接触する事によって初めて回路になりま

す。柵が地面に接触する為には、柵と地面の間に電

気を通す「物質」が必要になります。それが家畜や

野生動物です。家畜等動物が電気柵へ接触した際、

一気に＋が体内を通り地面（－）へ抜けます。その

とき皮膚や筋肉等抵抗値の違う場所を通過し電撃と

して痛さがつたわります。電牧器は６０００Ｖや７０００Ｖ

など高電圧なので、家庭用電源１００Ｖに比べ危険だ

と思われがちですが、電牧器の６０００Vは家庭用電源

１００Ｖに比べ極めて安全です。電気による危険性

は、電圧も関係性はありますが、電流と感電してい

る時間により決まります。電牧器の場合、流れる電

気量は、家庭用電源１００Ｖの１万分の１以下でしか

流れません。更に電牧器からの電撃は１秒の間に１

万分の１秒しか流れないいわゆるパルスなので、離

脱が容易に出来、家畜はもちろん人体に対しても極

めて安全です。一方、家庭用電源１００Ｖはパルスで

は無いので、１秒間切れ目なく流れますので、接触

すると筋肉がけいれんし神経が麻痺し呼吸困難に陥

り意識を失います。長時間になると死亡の危険性が

あります。

（電気柵については電気事業法にて規制及び管理さ

れております。単相１００Ｖや三相２００Ｖを直接柵へ流

す行為は非常に危険なので、絶対おやめください。）

３．電牧器の種類

電牧器を選ぶ際重要になるのが、柵の延長距離と

電牧器を動かす電源の有無になります。延長距離が

長くなるほど電牧器の電圧出力の高いモデルを選び

ます。電牧器の電源は大きく４種類に別れます。電

源を家庭用電源１００Ｖタイプ（写真２）、バッテリー

タイプ（写真２）、ソーラー＋バッテリータイプ（写

真３）、乾電池タイプ（写真４）のいずれかを選びま

す。

プラス

アース

写真１ 電牧の構造

写真４ 乾電池タイプ（バッテリー接続可能）

写真３ ソーラー＋バッテリータイプ

写真２ 家庭用電源１００Vタイプ（バッテリーも可能。オプショ
ンでソーラーも可能）
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４．電牧柵の構造

電牧器を選定しましたら、次に柵構造を決めま

す。最近は廃材利用や間伐材利用又は立ち木利用も

あります。柵構造を大きく二つに分けると、簡易柵

（写真５）と恒久柵（写真６）になります。簡易柵

は電牧線にポリワイヤー等を使い柱も抜き差しが容

易なグラスポールなどで構成し、恒久柵は、高張力

鋼線を使い柱も丈夫な素材を使います。選定の仕方

ですが、簡易柵は撤去及び移動を考えた場合に適

し、恒久柵はしばらくの間、ほ場で使用する場合に

適します。どちらも心理柵なので強度は必要としま

せんが、高張力鋼線を使用した場合、ある程度緊張

する事を考慮し、柱の強度は必要になります。最近

では、簡易柵の場合、施工が安易なので、積雪地帯

で秋に撤去する場合や、移設しながらの放牧にも利

用されています。恒久柵の場合は今後も畑や水田に

戻す予定が無く、長期間放牧する場合に多いようで

す。さらに恒久柵は、見た目が強固なので、近所の

安心感を必要とする場合に選定される傾向にありま

す。金額はほ場形状や電源の取り方によって異なり

ますが、価格差はあまりありません。段数と線間隔

は簡易柵も恒久柵も親牛（繁殖雌牛）のみの放牧の

場合は、地面から約６０cmに１段目、約１００cmに２

段目の２段柵が一般的です。親子の放牧の場合は３

段になります。地面より１段目が広い理由は、柵直

下の草を家畜に食べさせ、漏電を防ぐ役割があるか

らです。柵の外側も約３０cm程度は食べてくれます。

５．その他馴致、施設など

電気柵が設置完了したなら、いよいよ放牧です

が、家畜を放す前に、放牧に慣れていない場合は馴

致（学習）をしなければいけません。いきなり連れ

て行き放してしまうと、１００％脱柵して逃げてしま

います。畜舎から出た事の無い牛の場合は外の環境

に慣らしておかなければいけないので、外に繋ぎ数

日慣らします。（写真７）また青草を食べた事が無

い場合も青草に慣らします。落ち着いたなら電牧の

側まで連れて行き、ロープを繋いだまま数日電気に

触れさせ慣らします。そこで人間が無理やり触らせ

写真５ 簡易柵

写真６ 恒久柵

写真７ 馴致

写真８ 牛舎内馴致
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ると、人間不信になる傾向にあります。電牧に慣れ

たらロープをほどき、放牧開始になります。牛舎の

中（パドック）での馴致も１つの方法です。（写真

８）

その他に水の確保が重要になります。沢があれば

沢水を引く作業が必要です。無い場合は、水槽に定

期的に水を運搬します。（写真９）家畜を捕獲及び

配合飼料の給餌、忌避材等の投与をするための施設

も必要に応じて設置します。（写真１０）夏季の暑さ

を考慮して立ち木等日陰が必要ですが、無い場合

は、日陰施設も必要になります。（写真１１）

ここまでが一連の作業になります。その他注意と

して、耕作放棄地内部にはゴミが多く点在してお

り、事故の原因になります。出来るだけ取り除きま

しょう。あと馬酔木やワラビなど毒草も多く牛は食

べない様ですが、万が一口に入った場合非常に危険

なのでそれも取り除きます。放牧後はおいしい雑草

を主に食し、セイタカアワダチソウやギシギシなど

は残ってしまいます。これらを家畜に踏み倒しても

らい、秋には牧草を蒔いて、雑草に負けない放牧場

を作ると２年目も放牧がスムーズに行くようです。

もう１つですが、放牧開始からアブやダニが発生し

てきます。公共牧場のように忌避材を使用し、駆除

を心がける必要があります。

６．メンテナンス等

電牧柵はメンテナンスが必要になります。極力設

置段階では、電圧を高い状態に保ち、それを維持し

なければいけません。出来る限り専用のテスターで

計測し（写真１２）電圧が下がっている場合は漏電を

疑い、漏電箇所の早期発見をしないと家畜が脱柵し

てしまいます。特に冬期間使わない場合は春に柵の

点検が必要になります。

また電源にバッテリー又はソーラーを使用してい

る場合はバッテリーの管理が必要になります。特に

ディープサイクル（サイクルサービス）以外のバッ

テリー（乗用車用など）を使用している場合は、比

重やバッテリー液の確認と電圧のチェックを必ず行

ないます。電源が駄目になると電牧器も動きませ

ん。冬期間使用しない場合はほ場に置いておかず、

写真９ 水槽（ボールタップ付）

写真１０ 連動スタンチョン

写真１１ 日陰施設

写真１２ デジタルボルトテスター
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充電器等で満充電してから、室温の場所に保管しま

す。春使用する前にも充電器にて充電してから、電

牧器に接続します。バッテリーは乗用車と同じ考え

方で使用します。放置すると自然に放電し徐々に駄

目になります。もちろん電圧が１２Ｖ以下になると充

電しても当初の性能は復活しないため、翌年再度購

入しなければいけなくなります。

７．施工（設置までの流れ、恒久柵の場合）

施工方法についてご説明いたします。地域ぐるみ

での取り組みの場合と、個人施工の場合では変わっ

てきます。先ず地域ぐるみでの取り組みの場合は放

棄地等を確保し、必要によっては説明会を開いて住

民へ理解を求めます。個人施工の場合も、周りへ放

牧を行なう趣旨を設明しているようです。（反対さ

れて断念する方もいます。）場所が決まったら、現

地の柵施工箇所の草刈をします。測量をして延長距

離を測ります。資材を決定し発注します。（草刈後

資材が届くまでに期間が開いた場合は施工前にもう

一度草刈をします。）資材が届いたら施工を開始し

ます。（写真１３）

施工について手順に沿って説明します。計測テー

プで測りながら、資材を運搬します。（写真１４）配

材が終わったらコーナー部の柱を打ち込みます。（写

真１５）コーナー柱が立ったら中間柱も打ち込みま

す。コーナーとコーナーを結ぶ線上に見通しながら
写真１３ 資材納入

写真１４ 計測と配材

写真１５ コーナー柱打ち込み

写真１６ 架線金具取り付け

写真１７ 控え柱取付
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立てると真っ直ぐな柵になります。コーナー柱と中

間柱に架線用の金具を取り付けます。（写真１６）コー

ナー柱に控え柱を取り付けます。（写真１７）

コーナー柱と中間柱の間に線間隔保持材を立てま

す。（写真１８）ストレーナー（緊張器）を取り付け

ます。（写真１９）繰線器を使用して高張力鋼線を張っ

ていきます。（写真２０）引き伸ばしたら金具に通し、

ストレーナーで緊張します。出入口を取り付け、電

牧器（写真２１、２２）を付けてアース棒を打ち込み、

配線のチェックを行い、試験通電をします。電圧が

正常（４０００Ｖ以上）であれば完成です。水槽やスタ

ンチョン、日陰施設を設置し、放牧馴致完了後放牧

開始となります。３人１チームで４００ｍ程度の施工

なら、１日で完成します。しかし、これは柱を地面

に容易に打ち込める場合で、岩盤や岩石だらけの場

合は２日程度かかります。電牧器の性能に問題が無

く、漏電箇所も見当たらないのに電圧が上がらない

場合があります。最初に疑う原因は漏電です。次に

アース不良です。これが厄介なのは、地質の問題だ

からです。確認方法ですが、地面が乾燥しているの

であれば、アース棒周辺に水をかけてみて下さい。

少し電圧が上がるようでしたら、アース不良です。

解消するにはアース棒を増やす、アース棒を深く施

工する、などの方法があります。それでも駄目な場

合は、電牧器本体のグレードを上げることになりま

す。（それ以外にもアース用ケミカル材などまだい

くつかの方法があります。）

写真１８ 線間隔保持材

写真１９ ストレーナー取付

写真２０ 操線器

写真２１ 電牧器（１００Ｖ電源の場合）

写真２２ 電牧器（ソーラー電源の場合）
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８．費用（ランニングコスト）

概算費用ですが、ほ場の形状及び資材の種類に

よってかなり変わりますが、一例を紹介いたしま

す。（延長４００ｍ線２段張り電源ソーラー）

簡易柵の場合は、

柵部１ｍ当り約２００円～２５０円

電牧器部１ヶ所約６０，０００円～７５，０００円です。

恒久柵の場合は、

柵部１ｍ当り約２８０円～３６０円、

電牧器部は簡易柵と同じです。

ただし、延長４００ｍ程度（１町歩）での計算なの

で、延長距離が４００ｍ以上になると、ソーラー電牧

器もワンランク上になり金額も倍程度になります。

柵部も、柱間隔を広く取り、廃材等を利用すると安

く仕上げる事が出来ます。ただし間隔を広げると電

牧線が柱間で垂れ下がり、漏電の危険性が増えま

す。廃材利用も柱と電牧線の間をしっかり絶縁体で

絶縁しないと、漏電してしまいます。

ランニングコストですが、素材によって変わりま

す。樹脂の場合、紫外線劣化などを考慮し、５年程

度が交換時期になります。使用条件によっては１０年

以上使用している方もおりますが、樹脂劣化は確実

に進んでおり、５年程度で交換するほうが賢明で

す。鉄素材の場合はメッキの付着量によって変わり

ますが、１０年程度は使用出来ます。もちろん使用場

所や条件で大きく変わります。電源部のバッテリー

は、乗用車と同じく３年程度での交換が必要になり

ます。バッテリーも使用条件にかなり左右され、一

度空にしてしまうと復活しない場合があります。１

年で交換になることもしばしばあります。（乗用車

用バッテリーにもよくある話です。）電圧チェック

や液の補充チェックは、頻繁に行なうと比較的長持

ちします。１００Ｖ電源の場合は電気代が毎月来ます

が、計算上１００円～２００円程度（基本料金別途、各契

約によって変わります。）と言われております。

９．おわりに

全国的に農家の高齢化と、野生動物による農作物

被害が深刻化し、それに伴い遊休農地の拡大が問題

になっております。先祖代々受け継がれて来た農地

が荒廃しても、なかなか自然には戻らないようで

す。人が手を加え耕作した土地は、やはり人の手で

手を加えないと元（自然）には戻りません。山に戻

すには人が木を植えないと山に戻らないと、かって

とある公共牧場の場長から聞いたことがあります。

場長は頭数が減り草地が使われなくなった牧区を、

元に戻す仕事をしておりました。遊休農地もやはり

人の手（牛の力を借りて）を入れて農地としての地

力を復活させ、自給率の向上につながるのであれ

ば、遊休地放牧も非常に有効な解消手段になり得る

と思っております。農業の活性化を願い、この遊休

地放牧が地域農業の発展に少しでも力になれたらと

思っております。

北原電牧株式会社

本社 札幌市東区北１９条東４丁目

TEL ０１１―７１１―６１３６ FAX ０１１―７４１―７２５３

お問合せ先

盛岡営業所 岩手県盛岡市みたけ４丁目２５－１

第一グリーンビル

TEL ０１９―６４１―３６２３ FAX ０１９―６４１―４５４３

E-mail morioka@kitaharadenboku.com

写真２３ 放牧前の風景

写真２４ 放牧１年後の風景
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